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　　　E－17 住まいの清浄i-釦^i研爽（オ4･軟）

　　　　　　ラ-rオン農庭科研　　o蛇木勉　久保田癒え　田中良平　湊井煮恕

１　且的．前報までは住ま(,Jの汚れとして，細惣及ぴホコリを取りJtげて報鳥しn

が, A轍では.Itまいの惑れの中で洛レ舞,りBれと考えられる換気鳥汚れを取りよ.iダ

て．汚れ,（油）・放歌:変化を蓼討した．更iて. 油の危枇変化ヒ汚れの除:去率,てつぃて

季, 纒ttて農計した.

z. 方法．市販のサラダ油をzoo°C,こ加怖して得られ尺油を鉄攻上lり

豊島|．及び|好・O応温室I-保存|して．鱗日I（よ 5痩布油のき*だ吏化竃|基|準油脂介斯･廸（

８本油化学協会）|こ準びて, A V , S V .工V , P 0 V iこついて劇定し尺.

　ﾇｰ, 油^札の除去率ぷ, ウォ．ノヤピ‘μテ<テスターを凩い. 市･販住まいの浹剤乞

汚れiて滴T甕.際布でこすっr= ヒきの庁れ洛ち・堅皮を視覚判定レr= .

３　騎果　室温，双ゲ仔･ご桓温室,こ保存す3凋向心

増欠し，工V IS減少しrこ。P O V は転日初期iり曽大し, 後. 低"F する傾向T゛あ-, tz .

　又.，a:布油のﾉ1生杖:変化は, 室温よりも邨・c恒温室訓呆侈した力.jj'^. 短期旬で変化す

る庫舎いが丸さヵ｀つ践.

　更.Iこ, A V , S V がiSiくな^壁･, 又びI V . P 0 V が低くなi程，汚れの除去率が

低下す到頃向であった．

　　　E－18 推積阜り歩行ドよ５奏厘量･,）検討

　　　　　　ぐ林）ダスベソ印雁　○辻本九八　凡谷振2.大阪市犬　甲擢芳一

　目的　歩行や清掃r- ぶって，左内l-維積し休塵埃が再発息し, 吟吸I- 丿川本丿勧・%

積しにり，再川

本安験に貼いて，歩府にj: う建碑農の再驀泉量を嵐埃絹教膿友希拓とし7 銃元恥。延

積冪の量, 律茄のまいI- ぶ^濃度安拓を検討し，々の有態を肥護しょうと試みμ。

　方匯　雇鴻鬼瓦しT , J I S 8漣試験m粉体£粟煥焉奎酉に均一敗卦レ, 応降を玲

≒洋逼粉体|3 旅祠埃匙により除き,しに歩付粛－∧ダノ＼左レ，湾雄粉体をゐおft麦

除云レ回転案内^ ~扉川0分詞歩行し計止状感で在配し恥。賂同経遼則りjう原麦

貴加を1 か毎に副定レ，その沈降遺姪乙い弁tt T諦封じｋ。則定檄孔　＝ 丿コ社緊パ

‾ティク)＼ノカタンクーH - 2 1 S I i更吊しに。削fc敢拝町他，on, 1.4, 3 ,　5 が以

ｴこのB反階,吸りilo量川C R ／M iiレ，換気は3 L.∧Ｍで匯浄右匙£迭っ阪。m史江

if ほ床こ20, 120, 200C m.・3 戸こし恥。皇内温湿喪･私熱を対によ川則史,し阪.床こ

の粉体崖持量は，粉拝敗秒前ド床L ＼-~クつスファノバーir紙I置さ，散布前後の炉塙

の吸剋度ff)まいにより泊与原泉£重量濃度に変謨しに

床符としzコンク') -し裁,畳，ノフーパットトフい了同林の喫験I 行ひy 恥。

　和果　報子札尤滞を即吽しに蓼麦肴勅式〔｜〕I･I リ息急量i 求めi t, 剛む盈の
Or=佩リリバトett°m”ちりﾘi-Cf-oetれ”''勧刀………(O

　Cfノ尤りのμ卵鋤湘M-i鴛度原りm:崔時差量収りn;粒掛蹄速度(吼)

　Cn:t-尤　　″　収りχtﾌﾞa1
11Uご孔;稗元司仮(り)

聊櫓也く(?) 発嵐量b< 勿''), t ･り両

降量が尺量てへゐ｝＝と旅解フ恥。

（測匙礁＝高庇蔓一閃吟量）


